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要 旨 
目的： 

直近薬物を使用していない人におけるベースラインにおける精神障害と他の交絡因子

の関係を検証する。これらを薬物依存の潜在リスク因子という観点で 3 年フォローアップ

で検証する。 
方法： 

NESARC(アルコールと関係する状況に関する国立疫学調査)第 2 版(2004-2005 年度

版、n=34653)のデータを用いて、特定のコミュニティーに属する成人における精神疾患に

ついて長期間にわたり国民調査を実施した。調査した集団は、不法薬物もしくは処方され

た薬の誤った使用が第 1 版(2001-2002 年度版)で報告されていない参加者で構成された。

第 2版(n=1145)で初めて薬物を使用した経験のある参加者と引き続き薬物を使用しなかっ

た参加者(n=25790)を比較するために、第 1 版における交絡因子であった社会人口統計学

因子と精神障害(アルコール障害とニコチン依存症)、幼少期の不遇、家族の薬物使用障害

歴を考慮したロジステッィク回帰分析を行った。 
結果： 

幼少期の不遇は薬物使用のリスク増大と関連しており、近親者にアルコールや薬物で

問題を抱えていた人がいた。幼少期の不遇と薬物常用する家族歴、先在する気持ちの障害

(オッズ比 1.31；95%CI：1.04-1.64)、人格障害(オッズ比 1.82；95%CI：1.50-2.20)、ニコ

チン依存歴(オッズ比 1.41；95%CI：1.09-1.83)、アルコール乱用・依存(オッズ比 1.96；
95%CI：1.48-2.60)はフォローアップ時点で新たな薬物使用開始と独立して関連していた。

結論： 
特定の精神疾患は、以前薬物の使用を思い止まっていた参加者において薬物使用のリ

スクを独立して増大させる。幼少期における不遇と近親者によるアルコールや薬物におけ

る問題は全てにおいてではないが、これらの関係をある程度説明できる。 

 




